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Ⅰ．論文の内容の要旨 

 

（１）論文の構成 

第Ⅰ部：序論 

第１章：問題の所在 

第２章：スピリチュアリティの理解 

第３章：本研究の目的と構成 

第Ⅱ部：調査研究 

第４章：自然体験の多寡を測定する尺度の開発（検討１） 

第Ⅲ部：実践的研究 

第５章：短期的な自然体験における、スピリチュアリティの醸成と強く関係す

るアクティビティおよび概念構造の検討（検討２） 

第６章：短期的な自然体験とスピリチュアルペインの関係についての検討（検

討３） 

第７章：スピリチュアルなメッセージを発して活動している著名人の、過去の

自然体験についての検討 

第Ⅳ部：総括 

第８章：総合的考察 

 

（２）論文の内容要旨 

本研究の問題意識は、経済的・物質的な豊かさを達成した日本において深刻

化する、社会病理や環境問題にあり、このような諸問題の背景にある、近代的

価値観を見直す方法の１つとして、スピリチュアリティの醸成に焦点を当てた。

さらに、スピリチュアリティ醸成の方法の１つとして、自然体験が関係するの

ではないかという仮説をもとに、４つの検討を行った。 

検討１において、定量的な研究で使用することのできる自然体験の多寡を測

定する尺度（Survey For Nature & Outdoor Experience 2：SNE2）を作成した。   

検討２において、短期的な自然体験のうち、より強くスピリチュアリテイの

醸成と関係したアクティビティは何か調査した。その結果、自然に対する畏敬

の念を感じた体験を示すカテゴリーとして、【星空を観察した体験】、【イワナを

捕まえて殺して食べた体験】、【身の危険を感じた体験】、【野生生物を身近に感

じた体験】、【万年雪トレッキング体験】、【五感で自然を感じた体験】、【自然の

仕組みに感動した体験】、【野外での瞑想体験】、【台風の力強さを感じた体験】、

【焚き火体験】という 10 の項目が導き出された。さらに、短期的な自然体験で
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醸成される気分や心理的状態の中に、どのような概念が構成されているのか調

査した。その結果、深く心に残った自然体験の概念構造を示すカテゴリーとし

て、【自然に対する畏敬の念】、【命と食のつながりに対する気づき】、【自然と一

体化した充実感】、【非日常的な自然体験によって育まれたセンス・オブ・ワン

ダー】、【ルーツに対する意識】という５つの項目が導き出された。 

検討３において、スピリチュアルペインとスピリチュアリティの関連性、並

びに短期的な自然体験がスピリチュアルペインに与える影響を検討した。その

結果、スピリチュアルペインを多く抱える者は、スピリチュアリティの傾向が

低い可能性が示唆され、スピリチュアルペインとスピリチュアリティは、関連

があることが明らかとなった。また、短期的な自然体験は、スピリチュアルペ

インを軽減させることが示された。 

検討４において、スピリチュアルなメッセージを発信して活動している著名

人が、過去どのような自然体験を行ってきたか検討すること、及び、その自然

体験が、その人のスピリチュアルな価値観に、どのように影響を及ぼしている

か調査した。その結果、【自然に対する畏敬の念】、【日常的な自然体験】、【自然

に対する鋭敏な感性】、【自然体験や先人から得た叡智】という４つの項目が導

き出された。 

以上４つの検討を行った結論として、自然体験はスピリチュアリティの醸成

や、スピリチュアルペインの軽減と関係する可能性が示唆された。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 

 

（１）論文の特徴 

ともすると科学には馴染まないと考えられがちな「スピリチュアリティ」を、

科学的手法のなかで取扱い、論じたところが本論文の最大の特徴と言える。 

その上で、定量的な研究で使用することのできる自然体験の多寡を測定する

尺度（Survey For Nature & Outdoor Experience 2：SNE2）の作成は、先行研

究にほとんど事例が見られない。また、スピリチュアリティに関する研究は、

終末期医療患者やその家族を対象とした医学や看護学の分野において多く見ら

れるが、本論文では、一般学生を対象としてスピリチュアリティを論じた。更

に、スピリチュアリティと他の真理指標の関連性を検討し、それを前提に自然

体験がスピリチュアリティに及ぼす影響を考察した。これらの点が、本論文の

特徴である。 

 

（２）論文の評価 

 スピリチュアリティは日本語では霊性と訳されるが、これは人間の実存的側

面と関連するある種の価値観であり、本来定量化や計測にはそぐわないものか

も知れない。しかし、スピリチュアリティを客観的に捉え数値化しなければ他

の変量との関連について考察を深めることは困難である。そこで本論文では、

定量化されたスピリチュアリティを用い他の指標との関連、あるいはあるプロ

セスを経た前後のスピリチュアリティの変化について検討している。この種の

スピリチュアリティの客観的評価指標に基づいた定量的な検討はあまり多くな

く、その意味で本研究はオリジナリティが高い。また近年、森林浴など自然の

中での活動が人の健康に及ぼす影響に関して多くの研究がなされてきた。それ

らの多くは自律神経系、免疫系、あるいは気分などのその時の感情への影響を

観察したものがほとんどである。今回のように、自然が人のスピリチュアリテ

ィや生きがい感へ与える影響に言及した研究は極めて稀で貴重である。論文全

体の構成も、目的意識から問題の背景、そして方法や結論の導き方も妥当な手

法でなされている。以上を総合的にみると博士論文としての基準を満たしてい

ると考える。 

 

 

 


